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　新成人の皆さん、成人おめでとうございます。皆さんが
生まれ育った川北町で活躍する日を楽しみにしています。
　さて、今年は暖冬といわれていたのに、先日の寒気の影響
でこれまでから一変して雪が降り積もり、子どもは大喜び。
　結果、あちこち歩く⇒雪が靴に入る⇒雪を出す、の繰り
返し。大人はヘトヘトです。

（ｋ！ｋ）

父：直一　　母：木綿子（サンハイム川北）

やすた りく

安田　　陸くん

平成25年５月８日生

父：護　　母：高子（三反田）

毎日元気いっぱい走り回っている縁さん。ニコニコと
笑っている姿を見るとこっちも笑顔になります。マイ
ブームは「パパー！おいでー！」と手招きをしておま
まごとをご披露することです。もうすぐお姉ちゃんに
なるね。生まれてきたら一緒に遊んであげてね。

なかだ

中田　　縁ちゃん

平成26年２月14日生
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2月2月わが家の

ヘルシー&
デリシャスメニ

ューヘルシー&
デリシャスメニ

ュー

川北町成人式（１月９日）川北町成人式（１月９日）

謹賀新年謹賀新年

ゆかり

車が大好き！もうすぐ誕生する弟と「ミニカーであそぶん
だ～」と楽しみにしている陸です。
歌やおしゃべりも楽しくて、お父さんとお母さんは元気
100倍の陸にいつもパワーをもらっています。
これからも好きなことをたくさん見つけて大きくなってね。



　
平
成
28
年
川
北
町
成
人
式
が
１
月
９
日
に
町

文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、華
や
か
な
振
袖
姿
の
女
性
や
ス
ー

ツ
姿
の
男
性
が
集
ま
り
、対
象
者
66
名
の
内
、61

名
の
成
人
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、来
賓
や
町
関
係
者
の
盛
大
な
拍

手
の
中
を
成
人
者
が
入
場
。前
町
長
が｢

川
北
町

に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
、町

民
と
し
て
の
自
覚
を
胸
に
、川
北
町
の
発
展
の

た
め
、大
き
な
力
と
な
っ
て
戴
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。｣

と
式
辞
を
述
べ
、男
子
代
表

の
曽
良
衡
人
さ
ん(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

、女
子
代

表
の
濱
﨑
早
裕
実
さ
ん(

壱
ツ
屋)

に
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、佐
々
木
紀
衆
議
院
議
員
、山
先
守
夫

町
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、成
人
者
を
代

表
し
て
川
北
真
孝
さ
ん(

橘
新)

が
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、山
本
陽
斗
さ
ん(

橘)

が｢

成
人
宣
言｣

を
読
み
上
げ
、北
真
澄
町
女
性
協
議
会
会
長
よ

り
川
口
温
子
さ
ん(

中
島)

に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

式
典
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、恒
例
の
記
念
行
事
と
し
て
、成
人
者

ら
が
企
画
し
、撮
影
し
た
映
像
が
上
映
さ
れ
ま

し
た
。中
学
校
時
代
の
懐
か
し
い
写
真
や
恩
師

か
ら
の
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
映
し
出

さ
れ
、皆
さ
ん
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
な
が
ら
、昔
を

懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、会
場
に
は
、町

の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
会
の
方
が
作
成

し
た
40
個
の
花
が
テ
ー
ブ
ル
に
飾
ら
れ
、
成
人

式
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年

平
成
二
十
八
年

川
北
町
成
人
式

川
北
町
成
人
式
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。
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今年１年間よろしくお願いします
各地区の新しい役員さんです

　平成 28 年の新春を迎えた１月。各地区において役員さんが決まりました。
　このうち、今年第１回目の町区長会は１月 21 日に役場で行われ、各区長の紹介や組織などについ
て話し合いました。
　地区のまとめ役として、また町と地域住民のパイプ役として重要な役割を担う役員さん。今年１年
よろしくお願いします。

なお、各地区の区長及び自治公民館長、生産組合長は次の皆さんです。（敬称略）
地区名 区長（町区長会役職） 自治公民館長 生産組合長

藤 　 　 　 蔵 塩　谷　　　進 米　澤　幸　広 堀 　 　 浩 吉
中 　 　 　 島 村　本　正　庸 亀　田　勇　治 宮　本　法　和
サンハイム中島 － 東　　　克　典 －
三 　 反 　 田 西　田　清　和 西　田　崇　生 作　田　与　栄
サンハイム三反田 作　田　　　巧 中　村　祐　介 －
け や き タ ウ ン 森　元　栄　治 松田ネアンドロ －
草 　 　 　 深 佐々木　一　夫 森　崎　淳一郎 佐々木　幸　次
下 　 土 　 室 大　口　正　洋 進　藤　義　教 堀　　　正　博
ひ ば り タ ウ ン 亀　田　　　集 和　田　芳　彦 －
上 　 先 　 出 山　村　尚　一 西　田　大　志 泉　　　恭　裕
下 　 先 　 出 上　登　正　人 中　村　栄　一 披　岸　智　範
壱 　 ツ 　 屋 中　村　辰　男 山　先　隆　正 元　谷　　　順
グリーンタウン 矢　萩　憲　男 林　　　栄一郎 －
サンハイム川北 － 津　田　史　仁 －
与 九 郎 島 畑　　　　　明 土　谷　　　充 山　田　誠　彦
上 田 子 島 北　野　法　照 濱　井　謙太郎 米　田　將　信
下 田 子 島 穴　田　　　逑 澤　田　幸　治 中　田　正　昭
舟 　 場 　 島 中　村　一　志 辰　野　寛　樹 丸　山　秀　明
木 　 呂 　 場 中　澤　　　徹 本　野　邦　夫 川　北　征　章
なでしこタウン 齊　藤　一　明 谷　内　伸　行 －
木 呂 場 新 町 亀　田　　　功 森　岡　正　行 －

橘 中　島　俊　幸 廣　瀬　丈　二 西　亭　重　勝
サ ン ハ イ ム 橘 － 西　田　禎　史 －
橘 　 　 　 新 西　田　文　之 芳　田　美　和 中　村　義　明
朝 　 　 　 日 笠　間　雅　彦 田　中　博　司 前　　　庄　治

（会長）
（幹事）

（副会長）

（副会長）

藤蔵区長
塩谷　進

中島区長
村本　正庸

三反田区長
西田　清和

サンハイム三反田区長
作田　巧

けやきタウン区長
森元　栄治

草深区長
佐々木　一夫

下土室区長
大口　正洋

ひばりタウン区長
亀田　集

上先出区長
山村　尚一

下先出区長
上登　正人

壱ツ屋区長
中村　辰男

グリーンタウン区長
矢萩　憲男

与九郎島区長
畑　　明

上田子島区長
北野　法照

下田子島区長
穴田　逑

舟場島区長
中村　一志

木呂場区長
中澤　徹

なでしこタウン区長
齊藤　一明

木呂場新町区長
亀田　功

橘区長
中島　俊幸

橘新区長
西田　文之

朝日区長
笠間　雅彦
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新
年
恒
例
の
川
北
町
新
春
書
初
め
大
会

が
、
１
月
５
日
に
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
所
児
童
か
ら
中
学
生
ま
で
約

１
１
０
名
が
参
加
し
、
練
習
の
成
果
を
競

い
ま
し
た
。
課
題
は
「
白
山
遠
望
」
や
「
ひ

ま
つ
り
」
な
ど
町
の
自
然
や
風
物
詩
な
ど

で
、
保
護
者
や
先
生
が
見
守
る
中
、
参
加

者
達
は
力
強
く
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
作
品
は
、
川
北
町
立
図
書
館

に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
訪
れ
た
人
達
は
関

心
し
た
様
子
で
見
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

金
賞
受
賞
者
は
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。

　

１
年
の
防
火
と
防
災
を
誓
う
川
北
町
消

防
出
初
式
が
１
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
横
の
中
庭
で
分
列
行
進
が
行
わ
れ

た
後
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
前
町
長
が
「
火

災
の
無
い
安
心
で
き
る
町
づ
く
り
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
、
各

受
賞
者
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
に
よ
る
裸
放
水
が
行
わ
れ
、

今
年
１
年
の
防
火
と
防
災
の
願
い
を
込
め

天
高
く
放
水
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
11�

ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

川
北
町
公
平
委
員
に
、
新
た
に
苗
代
志

郎
さ
ん
（
草
深
）
が
選
任
さ
れ
、
１
月
19

日
に
前
町
長
よ
り
辞
令
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

苗
代
さ
ん
の
任
期
は
、
平
成
28
年
１
月

19
日
よ
り
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

公
平
委
員
会
は
、
人
事
行
政
に
関
す
る

事
案
を
公
平
中
正
に
審
査
、
判
定
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

１
月
中
に
、
３
保
育
所
と
高
齢
者
を
対

象
に
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１

月
20
日
に
町
百
寿
会
館
で
開
催
さ
れ
た
高

齢
者
交
通
安
全
教
室
に
は
、
老
人
会
の
方

や
女
性
協
議
会
の
方
な
ど
約
40
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
交
通
安
全
講
話
や
寸
劇
、
自

転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
運
転
体

験
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全
に
関

す
る
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
教
室
の
最
後

に
は
、
町
女
性
協
議
会
が
作
成
し
た
交
通

安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
が
受
講
者
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

新
春
書
初
め
大
会

今
年
１
年
の
防
火
と

防
災
を
祈
念
し
て

町
公
平
委
員
に

苗
代
さ
ん
選
任

交
通
安
全
教
室
を
開
催
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※満足度の集計方法
「満足」＝＋２点、「やや満足」＝＋1点、「どちらとも言えない」＝０点
「不満」＝－２点、「やや不満」＝－１点 として加点したうえで１人当たり平均点を算出。
　最高２点～最低－２点の幅となる。
※「前回」は、平成17年実施調査

配布数 500票

回収数 310票

回収率 62％

無効票 0票

男性
48.4%
男性
48.4%

女性
51.6%
女性
51.6%

20代
8.8%
20代
8.8%

30代
20.1%
30代
20.1%

40代
26.0%
40代
26.0%

50代
15.6%
50代
15.6%

60代
17.9%
60代
17.9%

70歳
以上
11.7%

70歳
以上
11.7%

1.34
1.09

0.52
0.37

0.75

-0.91

1.00 0.90

0.45

0.49
0.25

-0.20

1.28
1.19

0.90

0.50
0.68 0.77 0.76

0.58

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

自
然
環
境
の
豊
か
さ

河
川
整
備
、
治
水
対
策
の
状
況

住
宅
開
発
、
宅
地
化
の
状
況

公
園
・
緑
地
の
状
況

道
路
整
備
状
況

簡
易
水
道
、
集
落
排
水
の
状
況

町
並
み
や
自
然
景
観
の
状
況

情
報
通
信
網
の
状
況

農
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興

児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援

健
康
づ
く
り
・
医
療
体
制

高
齢
者
福
祉
の
状
況

障
が
い
者
福
祉
の
状
況

文
化
活
動
・
生
涯
学
習
の
状
況

学
校
教
育
の
状
況

イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
の
状
況

地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

前回 今回

満足

不満

8.4%

39.6%

33.6%

9.4%

8.1%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

積極的に開発を行い、人口増加による
発展を目指す方が良い

現在の活力を維持するため、
ある程度は増加した方が良い

現在の人口規模が適切であり、
現状維持が良い

自然のなりゆきに任せれば良い

人口の増減は、あまり重要ではない

その他

66.1%

28.2%

18.1%

16.4%

15.1%

14.4%

12.8%

6.7%

5.7%

1.3%
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　川北町版総合戦略の策定にむけて、昨年の９月から10月にかけて、町内在住で
20才以上の男女500人（無作為に抽出）を対象にアンケート調査を実施致しました。
このアンケート調査は、町民の視点からみた川北町の現状評価および重視すべき施
策の方向性、将来イメージなどを把握することを目的として行われたものです。
アンケート調査の集計がまとまりましたので、ご報告いたします。

川北町版総合戦略策定に向けた　町民アンケート集計結果報告川北町版総合戦略策定に向けた　町民アンケート集計結果報告

　アンケート用紙は、31 0票回収され、
62.0％と非常に高い回収率となりました。
　回答者の内訳をみてみると、男性、女性の
偏りはありませんでした。そして、30～40才
代、会社員やパート・アルバイトなど、働く
世代が多く回答しています。また、10年以上
川北町に居住している人の回答が全体の
76.3％と高い割合になっています。
　アンケートにご協力いただいた方に感謝し、
お礼を申し上げます。
　ご協力ありがとうございました。
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　町民の満足度を表した指標では、自然の豊かさ、児童
福祉・子育て支援の項目で満足度が高い数値を表してい
る一方で、公共交通機関の利便性、観光の振興が、他に
比べて大きくマイナスとなっており、通学などに対する
不便が大きな要因となっているようです。
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　今後、川北町が目指す将来像として、人口ビジョンや、基本方針などが策定されます。
これら町民の方々からいただきました貴重なご意見を参考とし、町民の皆様がこれまで以上に「住みたいまち、住んでよかっ
たまち」と実感できるまちづくりに取り組んでいきます。
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　町民の方が思い描く町の将来像は、
「福祉の充実したまち」が58.2％と
最も高い数値をあらわしています。
その他に、「自然環境が豊か」、
「居住環境が整った」、「教育環境
の豊かな」、「元気で健やかな」と
いった意見が多くみられた一方で、
「賑わいのまち」、「文化の香り高
いまち」、「観光交流のまち」と
いった将来像は非常に少なくなって
います。

　町民の方が期待する今後の施策と
して、「公共交通の利便性向上」が
66.1％と最も高くなっており、町
民の方々の期待度の高さが伺えます。
　その他に、自然環境の保全・活用、
起業支援や企業誘致の推進、福祉な
どの総合的なサービス体制の充実、
心の教育などの充実が、各分野で高
い割合を占めています。
　この結果を参考にして、基本方針
などが策定されます。

②産業について ③福祉・健康について①生活基盤について

④教育・文化について ⑤地域活性化について

　国立社会保障・人口問題研究所（社人研）によ
ると、現在、6,286人（平成28年1月1日現在）の
総人口が、44年後の2060年には、約8,331人と大
幅に増加すると推計されています。そのような中
で、町民の方は今後の町の人口についてどう考え
ているのか表したものです。最も意見の多かった
のは、「ある程度の増加」の39.6％で、次に「現
状維持」の33.6％でした。反対に、積極的に開発
を行い人口増加を目指すと回答した方は、わずか
8.4％にとどまりました。
　この結果を参考にして、川北町の将来人口につ
いて協議し、人口ビジョンを策定します。

6平成28年2月⃝広報 かわきた



※満足度の集計方法
「満足」＝＋２点、「やや満足」＝＋1点、「どちらとも言えない」＝０点
「不満」＝－２点、「やや不満」＝－１点 として加点したうえで１人当たり平均点を算出。
　最高２点～最低－２点の幅となる。
※「前回」は、平成17年実施調査
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20才以上の男女500人（無作為に抽出）を対象にアンケート調査を実施致しました。
このアンケート調査は、町民の視点からみた川北町の現状評価および重視すべき施
策の方向性、将来イメージなどを把握することを目的として行われたものです。
アンケート調査の集計がまとまりましたので、ご報告いたします。

川北町版総合戦略策定に向けた　町民アンケート集計結果報告川北町版総合戦略策定に向けた　町民アンケート集計結果報告

　アンケート用紙は、31 0票回収され、
62.0％と非常に高い回収率となりました。
　回答者の内訳をみてみると、男性、女性の
偏りはありませんでした。そして、30～40才
代、会社員やパート・アルバイトなど、働く
世代が多く回答しています。また、10年以上
川北町に居住している人の回答が全体の
76.3％と高い割合になっています。
　アンケートにご協力いただいた方に感謝し、
お礼を申し上げます。
　ご協力ありがとうございました。

性別 年齢別

職業別 居住年数別

アンケート用紙回収状況アンケート用紙回収状況 回答者の内訳回答者の内訳

町民が思う将来人口のあり方町民が思う将来人口のあり方

町民が期待する今後の施策町民が期待する今後の施策

町民が描く川北町の将来像町民が描く川北町の将来像

町民の意見・要望の反映状況町民の意見・要望の反映状況 町民の現状の満足度町民の現状の満足度
よく反映されている
5.5%
よく反映されている
5.5%

まあまあ
反映され
ている
39.9%

まあまあ
反映され
ている
39.9%

どちらとも
言えない
23.4%

どちらとも
言えない
23.4%

あまり反映されて
いない　9.1%
あまり反映されて
いない　9.1%

まったく反映され
ていない　0.6%
まったく反映され
ていない　0.6%

わからない
21.4%
わからない
21.4%

　町民の満足度を表した指標では、自然の豊かさ、児童
福祉・子育て支援の項目で満足度が高い数値を表してい
る一方で、公共交通機関の利便性、観光の振興が、他に
比べて大きくマイナスとなっており、通学などに対する
不便が大きな要因となっているようです。

公
共
交
通
の
利
便
性

観
光
の
振
興

　今後、川北町が目指す将来像として、人口ビジョンや、基本方針などが策定されます。
これら町民の方々からいただきました貴重なご意見を参考とし、町民の皆様がこれまで以上に「住みたいまち、住んでよかっ
たまち」と実感できるまちづくりに取り組んでいきます。

58.2%
33.9%

31.6%
28.9%

25.3%
17.8%
17.4%

12.8%
12.8%

12.2%
9.5%

3.6%
3.6%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

福祉の充実したまち
自然環境が豊かなまち
居住環境が整ったまち
教育環境の豊かなまち
元気で健やかなまち

心ふれあうまち
産業の盛んなまち
環境にやさしいまち
美しい景観のまち
農業の盛んなまち

バリアフリーのまち
賑わいのまち

文化の香り高いまち
観光交流のまち

　町民の方が思い描く町の将来像は、
「福祉の充実したまち」が58.2％と
最も高い数値をあらわしています。
その他に、「自然環境が豊か」、
「居住環境が整った」、「教育環境
の豊かな」、「元気で健やかな」と
いった意見が多くみられた一方で、
「賑わいのまち」、「文化の香り高
いまち」、「観光交流のまち」と
いった将来像は非常に少なくなって
います。

　町民の方が期待する今後の施策と
して、「公共交通の利便性向上」が
66.1％と最も高くなっており、町
民の方々の期待度の高さが伺えます。
　その他に、自然環境の保全・活用、
起業支援や企業誘致の推進、福祉な
どの総合的なサービス体制の充実、
心の教育などの充実が、各分野で高
い割合を占めています。
　この結果を参考にして、基本方針
などが策定されます。

②産業について ③福祉・健康について①生活基盤について

④教育・文化について ⑤地域活性化について

　国立社会保障・人口問題研究所（社人研）によ
ると、現在、6,286人（平成28年1月1日現在）の
総人口が、44年後の2060年には、約8,331人と大
幅に増加すると推計されています。そのような中
で、町民の方は今後の町の人口についてどう考え
ているのか表したものです。最も意見の多かった
のは、「ある程度の増加」の39.6％で、次に「現
状維持」の33.6％でした。反対に、積極的に開発
を行い人口増加を目指すと回答した方は、わずか
8.4％にとどまりました。
　この結果を参考にして、川北町の将来人口につ
いて協議し、人口ビジョンを策定します。
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◇『
ふ
る
さ
と
納
税
』
制
度
に
よ
る
個
人
住
民
税
の

寄
附
金
税
額
控
除
の
拡
充

１
　
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
の
創
設

　
　
確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所
得
者
な
ど
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
場
合

の
寄
附
金
控
除
簡
素
化
の
た
め
、
確
定
申
告
を
行
わ
な
く
て
も
寄
附
金
控
除

が
適
用
さ
れ
る
仕
組
み
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
」
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
（
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
の
寄
附
金
か
ら
適
用
）

　
　
特
例
の
適
用
に
は
、
寄
附
先
の
自
治
体
数
が
５
団
体
以
内
で
寄
附
を
行
う

際
に
各
寄
附
先
の
自
治
体
に
特
例
適
用
の
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

２
　
特
例
控
除
限
度
額
の
拡
充
（
引
き
上
げ
）

　
　
平
成
28
年
度
以
後
の
個
人
住
民
税
か
ら
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す

る
寄
附
金
『
ふ
る
さ
と
納
税
』
に
つ
い
て
の
特
例
控
除
額
限
度
額
が
個
人
住

民
税
所
得
割
額
の
２
割
（
改
正
前
１
割
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
（
平

成
27
年
度
以
後
の
寄
附
金
か
ら
適
用
）

◇
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
適
用
期
限
の
延
長

　
　
個
人
住
民
税
の
住
宅
借
入
金
な
ど
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
る
居
住
年
の
適
用

期
限
が
平
成
29
年
12
月
31
日
か
ら
平
成
31
年
６
月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

◇
所
得
税

　
所
得
税
確
定
申
告
の
受
付
期
間
は

　
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、
復
興
特
別
所
得
税(

原
則
と
し
て
各
年
分
の
所

得
税
額
の
2.1
％)

を
所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
還
付
申
告
の
方
も
含
め
、
申
告
す
る
す
べ
て
の
方
に
つ
い
て
「
復
興
特
別
所
得
税
」
欄

の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
復
興
特
別
所
得
税
」
欄
の
記
載
漏
れ
の
な
い
よ

う
ご
注
意
下
さ
い
。

◇
町
県
民
税

　
町
県
民
税
の
申
告
は
、給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
や
確
定
申
告
に
代
わ
っ
て
、あ
な
た
の

１
年
間
の
収
入
を
証
明
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

　
所
得
税
確
定
申
告
・
町
県
民
税
の
申
告
を
し
な
い
と
、各
種
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、３
月
15
日（
火
）ま
で
に
役
場
税
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
の
申
告

所
得
税
・
町
県
民
税
の

申
告
は
３
月
15
日
㈫
ま
で

『
復
興
特
別
所
得
税
』の

　
　記
載
漏
れ
に
注
意
!!

1
平
成
27
年
分
の
所
得
税
・
28
年
度
の
町
民
税
に
適
用

主
な
税
制
改
正
の
内
容

2

【
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ
】

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な

ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
に
は
、
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の
各
種
控
除
を

受
け
る
と
き
は
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
個
人
番
号
の
記
載
に
注
意
!!
】

　
今
回
、
提
出
さ
れ
る
平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
書
（
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
）
に
は
、
個
人
番
号
の
記
載
は
不
要 

で
す
。

　
平
成
28
年
分
以
降
の
確
定
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
個
人
番
号
の
記
載
と
本
人
確
認
書

類
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど
）
の
提
示
又
は
写
し
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

【
個
人
で
事
業
や
不
動
産
貸
付
な
ど
を
行
う
方
は
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
】

　
対
象
と
な
る
の
は
、
個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
又
は
山
林

所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
で
す
。（
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
の
必
要
の
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
）

　
記
帳
す
る
内
容
は
、
売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
経
費
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
、
取
引
の
年
月
日
、
売
上
先
・
仕
入
先
そ
の
他
の
相

手
方
の
名
称
、
金
額
、
日
々
の
売
上
げ
・
仕
入
れ
・
経
費

の
金
額
な
ど
を
帳
簿
に
記
載
し
ま
す
。
記
帳
に
あ
た
っ
て

は
、
一
つ
一
つ
の
取
引
ご
と
で
は
な
く
、
日
々
の
合
計
金

額
を
ま
と
め
て
記
載
す
る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
記
載
し

て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
の
ほ

か
、
取
引
に
伴
っ
て
作
成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求

書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
月
16
日（
火
）か
ら
３
月
15
日（
火
）

２
月
16
日（
火
）か
ら
３
月
15
日（
火
）
ま
で
で
す
。

◇
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
見
直
し

　
　
平
成
28
年
10
月
以
後
に
実
施
す
る
特
別
徴
収
か
ら
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

１
　
仮
徴
収
税
額
の
算
定
方
法
の
見
直
し
（
特
別
徴
収
税
額
の
平
準
化
）

　
　
特
別
徴
収
税
額
の
平
準
化
を
図

る
た
め
、
仮
徴
収
税
額
が｢

前
年

度
分
の
公
的
年
金
な
ど
に
係
る

個
人
住
民
税
額
の
½
に
相
当
す

る
額｣

と
な
り
ま
す
。

２
　
転
出
・
税
額
変
更
の
場
合
の
特

別
徴
収
の
継
続

　
　
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
対

象
者
が
他
市
町
村
に
転
出
し
た

場
合
や
特
別
徴
収
の
税
額
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
、
特
別
徴
収

は
停
止
と
な
り
、
普
通
徴
収

（
納
付
書
に
よ
る
納
付
方
法
）

に
切
り
替
わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
一
定
要
件
の
下
で
特
別
徴

収
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

●
税
の
申
告
は
お
早
め
に
！

●
税
の
申
告
は
お
早
め
に
！

（年税額－仮徴収額）×1/3）

仮　徴　収 本　徴　収

改正前

２月12月10月８月６月４月

前年度分の本徴収額×1/3
（前年２月と同額） （年税額－仮徴収額）×1/3）

改正後 （前年度分の年税額×1/2）
×1/3
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◇『
ふ
る
さ
と
納
税
』
制
度
に
よ
る
個
人
住
民
税
の

寄
附
金
税
額
控
除
の
拡
充

１
　
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
の
創
設

　
　
確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所
得
者
な
ど
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
場
合

の
寄
附
金
控
除
簡
素
化
の
た
め
、
確
定
申
告
を
行
わ
な
く
て
も
寄
附
金
控
除

が
適
用
さ
れ
る
仕
組
み
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
」
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
（
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
の
寄
附
金
か
ら
適
用
）

　
　
特
例
の
適
用
に
は
、
寄
附
先
の
自
治
体
数
が
５
団
体
以
内
で
寄
附
を
行
う

際
に
各
寄
附
先
の
自
治
体
に
特
例
適
用
の
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

２
　
特
例
控
除
限
度
額
の
拡
充
（
引
き
上
げ
）

　
　
平
成
28
年
度
以
後
の
個
人
住
民
税
か
ら
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す

る
寄
附
金
『
ふ
る
さ
と
納
税
』
に
つ
い
て
の
特
例
控
除
額
限
度
額
が
個
人
住

民
税
所
得
割
額
の
２
割
（
改
正
前
１
割
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
（
平

成
27
年
度
以
後
の
寄
附
金
か
ら
適
用
）

◇
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
適
用
期
限
の
延
長

　
　
個
人
住
民
税
の
住
宅
借
入
金
な
ど
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
る
居
住
年
の
適
用

期
限
が
平
成
29
年
12
月
31
日
か
ら
平
成
31
年
６
月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

◇
所
得
税

　
所
得
税
確
定
申
告
の
受
付
期
間
は

　
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、
復
興
特
別
所
得
税(

原
則
と
し
て
各
年
分
の
所

得
税
額
の
2.1
％)

を
所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
還
付
申
告
の
方
も
含
め
、
申
告
す
る
す
べ
て
の
方
に
つ
い
て
「
復
興
特
別
所
得
税
」
欄

の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
復
興
特
別
所
得
税
」
欄
の
記
載
漏
れ
の
な
い
よ

う
ご
注
意
下
さ
い
。

◇
町
県
民
税

　
町
県
民
税
の
申
告
は
、給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
や
確
定
申
告
に
代
わ
っ
て
、あ
な
た
の

１
年
間
の
収
入
を
証
明
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

　
所
得
税
確
定
申
告
・
町
県
民
税
の
申
告
を
し
な
い
と
、各
種
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、３
月
15
日（
火
）ま
で
に
役
場
税
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
の
申
告

所
得
税
・
町
県
民
税
の

申
告
は
３
月
15
日
㈫
ま
で

『
復
興
特
別
所
得
税
』の

　
　記
載
漏
れ
に
注
意
!!

1
平
成
27
年
分
の
所
得
税
・
28
年
度
の
町
民
税
に
適
用

主
な
税
制
改
正
の
内
容

2

【
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ
】

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な

ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
に
は
、
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の
各
種
控
除
を

受
け
る
と
き
は
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
個
人
番
号
の
記
載
に
注
意
!!
】

　
今
回
、
提
出
さ
れ
る
平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
書
（
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
）
に
は
、
個
人
番
号
の
記
載
は
不
要 

で
す
。

　
平
成
28
年
分
以
降
の
確
定
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
個
人
番
号
の
記
載
と
本
人
確
認
書

類
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど
）
の
提
示
又
は
写
し
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

【
個
人
で
事
業
や
不
動
産
貸
付
な
ど
を
行
う
方
は
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
】

　
対
象
と
な
る
の
は
、
個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
又
は
山
林

所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
で
す
。（
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
の
必
要
の
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
）

　
記
帳
す
る
内
容
は
、
売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
経
費
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
、
取
引
の
年
月
日
、
売
上
先
・
仕
入
先
そ
の
他
の
相

手
方
の
名
称
、
金
額
、
日
々
の
売
上
げ
・
仕
入
れ
・
経
費

の
金
額
な
ど
を
帳
簿
に
記
載
し
ま
す
。
記
帳
に
あ
た
っ
て

は
、
一
つ
一
つ
の
取
引
ご
と
で
は
な
く
、
日
々
の
合
計
金

額
を
ま
と
め
て
記
載
す
る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
記
載
し

て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
の
ほ

か
、
取
引
に
伴
っ
て
作
成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求

書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
月
16
日（
火
）か
ら
３
月
15
日（
火
）

２
月
16
日（
火
）か
ら
３
月
15
日（
火
）
ま
で
で
す
。

◇
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
見
直
し

　
　
平
成
28
年
10
月
以
後
に
実
施
す
る
特
別
徴
収
か
ら
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

１
　
仮
徴
収
税
額
の
算
定
方
法
の
見
直
し
（
特
別
徴
収
税
額
の
平
準
化
）

　
　
特
別
徴
収
税
額
の
平
準
化
を
図

る
た
め
、
仮
徴
収
税
額
が｢

前
年

度
分
の
公
的
年
金
な
ど
に
係
る

個
人
住
民
税
額
の
½
に
相
当
す

る
額｣

と
な
り
ま
す
。

２
　
転
出
・
税
額
変
更
の
場
合
の
特

別
徴
収
の
継
続

　
　
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
対

象
者
が
他
市
町
村
に
転
出
し
た

場
合
や
特
別
徴
収
の
税
額
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
、
特
別
徴
収

は
停
止
と
な
り
、
普
通
徴
収

（
納
付
書
に
よ
る
納
付
方
法
）

に
切
り
替
わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
一
定
要
件
の
下
で
特
別
徴

収
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

●
税
の
申
告
は
お
早
め
に
！

●
税
の
申
告
は
お
早
め
に
！

（年税額－仮徴収額）×1/3）

仮　徴　収 本　徴　収

改正前

２月12月10月８月６月４月

前年度分の本徴収額×1/3
（前年２月と同額） （年税額－仮徴収額）×1/3）

改正後 （前年度分の年税額×1/2）
×1/3
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
申
告
す
る
と
、

　
次
の
点
で
便
利
で
す

１
．
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能
で
す
。

２
．
税
務
署
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

３
．
自
動
計
算
さ
れ
る
の
で
、
計
算
間
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。

４
．
作
成
途
中
で
あ
っ
て
も
、
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
い
つ
で
も
作
業
を
再
開

　
　
で
き
ま
す
。

５
．
一
度
作
成
し
保
存
し
た
申
告
書
な
ど
の
デ
ー
タ
は
、
翌
年
以
降
の
申
告
書
な
ど
を

　
　
作
成
す
る
際
に
利
用
で
き
ま
す
。 ｅ-

Ｔａｘ（
電
子
申
告
）を
利
用
し
て

申
告
す
る
と
・・・

１
．
自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
で
申
告
（
24
時
間
受
付
）

２
．
添
付
書
類
の
提
出
省
略

３
．
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

※

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ(

電
子
申
告)

の
利
用
に
際
し
て
は
、
電
子

証
明
書
の
取
得(

手
数
料
５
０
０
円
、
約
２
週
間
か
か

り
ま
す
の
で
お
早
め
に)

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

の
購
入
な
ど
の
事
前
の
準
備
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３
年
間
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
電
子
証
明
書
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

・
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
情
報
は

　
　w

w
w
.e
-tax.nta.go

.jp

・
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
操
作
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
☎
０
５
７
０（
０
１
）５
９
０
１

・
税
に
関
す
る
情
報
は

　
　w

w
w
.nta.go

.jp

確
定
申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
!!

　
　

4

所
得
税
確
定
申
告

無
料
相
談
会

3

申告に必要なもの

会場：町文化センター視聴覚室

午前９時～
正午

2月
16日㈫

○
午後１時～
３時30分

①印鑑（認印可）
②給与所得や公的年金等の源泉徴収票
　（前年中の収入を明らかにできるもの）
③医療費控除を受ける場合は医療費の領収書
　（支払額を集計したもの）
④国民年金保険料などの控除証明書
⑤生命保険料、地震保険料の控除証明書
⑥寄附金控除を受ける場合は領収書、受領書
⑦本人名義の振込口座がわかるもの
　（還付金が生じる場合）

○

2月
17日㈬

○
○

2月
18日㈭

○
○

2月
19日㈮

○
○

2月
20日㈯

○
○

2月
21日㈰

2月
22日㈪

2月
23日㈫

○
○

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http

：//w
w
w
.nta.go.jp)

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
税
額
な
ど
が
自

動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
）
、
贈

与
税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
な
ど

（
デ
ー
タ
）
は
、
ご
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
、
郵
送
な
ど
に
よ
り
税
務
署
へ
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
コ
ー
ナ
ー
の
画
面
上
か
ら
そ
の
ま
ま
e-

T
a
x
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
）
を
利
用
し
て
税
務
署
に
送
信
（
申
告
）
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
給
与･

年
金
な
ど
の
み
の
方
向
け
に
、
平
成
27
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
な

ど
作
成
コ
ー
ナ
ー
に
「
給
与
・
年
金
画
面
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
の
画
面
は
、
初
め
て
の

方
で
も
簡
単
な
操
作
で
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

問
合
せ
先
　
役
場
税
務
課
　
☎
０
７
６
（
２
７
７
）１
１
１
１

　
　
　
　
　
小
松
税
務
署
　
☎
０
７
６
１
（
２
２
）１
１
７
１

●
税
の
申
告
は
お
早
め
に
！

●
税
の
申
告
は
お
早
め
に
！

税理士による確定申告納税相談が下記の日程で開催されます。
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３�

︱ 

１　
　

森
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１�

︱ 

１　
　

川
北
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２�

︱ 

０　
　

太
白
台
Ｂ

■
北
信
越
卓
球
選
手
権
（
12
／
５　

富
山
県
）

☆
小
学
生
男
子
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

１
回
戦　

小
川　

聖
矢(

な
で
し
こ
タ
ウ
ン)　

０�

︱ 

３　
池
島(

高
階
ク
ラ
ブ)

　
　

〃　
　

舘　
　

優
斗(

サ
ン
ハ
イ
ム
中
島)　

３�

︱ 

０　
山
野
井(

黒
部
ジ
ュ
ニ
ア)

　
　

〃　
　

吉
田　

太
一(

け
や
き
タ
ウ
ン)　

３�

︱ 

０　
鈴
木(

新
発
田
ジ
ュ
ニ
ア)

　

２
回
戦　

舘　
　

優
斗(

サ
ン
ハ
イ
ム
中
島)　

０�

︱ 

３　
赤
尾(

フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー)

　
　

〃　
　

吉
田　

太
一(

け
や
き
タ
ウ
ン)　

０�

︱ 

３　
本
間(

新
発
田
ジ
ュ
ニ
ア)

☆
小
学
生
女
子
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

１
回
戦　

岩
本
明
優
奈(
け
や
き
タ
ウ
ン)　

３�

︱ 

０　
田
中(

武
生
卓
球
ク
ラ
ブ)

　

２
回
戦　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

２�

︱ 

３　
平
泉(

松
平
ス
ポ
ー
ツ)

■
石
川
県
卓
球
選
手
権
（
12
／
６　

白
山
市
）

☆
男
子
ホ
ー
プ
ス
（
５
・
６
年
生
）

　

１
回
戦　

西
田　

有
翔(

藤
蔵)　

３�
︱ 
０　
松
村(

粟
の
保
Ｊ
Ｔ
Ｃ)

　

２
回
戦　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

１�

︱ 
３　
小
西(
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
美
川)

☆
女
子
ホ
ー
プ
ス
（
５
・
６
年
生
）

　

１
回
戦　

西
田　

星
奈(

藤
蔵)　

３�

︱ 

０　
三
林(
松
平
ス
ポ
ー
ツ)

　

２
回
戦　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

０�

︱ 

３　
茅
野(

卓
志
会
ジ
ュ
ニ
ア)

■
消
防
出
初
式
町
長
表
彰

☆
勤
続
10
年
優
良
団
員

　

東　

栄
一
（
下
田
子
島
）

☆
優
良
少
年
ク
ラ
ブ
表
彰

　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

☆
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

　

東　

芳
信
（
朝
日
）

■
川
北
町
納
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
11
／
６　

白
山
市
）

　

優　

勝　

東　
　

茂
樹(

橘
新)

　

準
優
勝　

東　
　

修
二(

上
田
子
島)

　

第
３
位　

舟
田　
　

宏(

上
田
子
島)

　

第
４
位　

梅
田　

春
枝(

橘)

　

第
５
位　

舟
田　

君
栄(

上
田
子
島)

　
ベ
ス
グ
ロ
賞　

東　
　

茂
樹(

橘
新)

■
南
加
賀
中
学
校
選
抜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
（
11
／
23　

小
松
市
）

☆
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
準
々
決
勝　
　

川
北
中　

２�

︱ 

１　

松
任
中

　

準
決
勝　
　
　

〃　
　

０�

︱ 

２　

松
陽
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
３
位
）

■
太
白
台
Ｆ
Ｃ
（
Ｕ-

８
）
サ
ッ
カ
ー
交
流
戦

　
（
８
チ
ー
ム
総
当
り
戦
）（
11
／
29　

津
幡
町
）

　

優　

勝　

川
北
Ａ
（
７
戦
５
勝
２
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２�

︱ 

１　
　

太
白
台
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３�

︱ 

３　
　

フ
ェ
リ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２�

︱ 

１　
　

仲
良
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１�

︱ 

０　
　

田
鶴
浜

☆
男
子
カ
ブ
（
３
・
４
年
生
）

　

１
回
戦　

舘　
　

優
斗(

サ
ン
ハ
イ
ム
中
島)　

０�

︱ 

３　
新
田(

余
喜
ジ
ュ
ニ
ア)

　
　

〃　
　

吉
田　

太
一(

け
や
き
タ
ウ
ン)　

３�

︱ 

０　
吉
田(

米
泉
ク
ラ
ブ)

　

２
回
戦　
　
　

〃　
　

(

け
や
き
タ
ウ
ン)　

３�

︱ 

０　
岩(

内
灘
宮
坂
ジ
ュ
ニ
ア)

　
準
々
決
勝　
　
　

〃　
　

(

け
や
き
タ
ウ
ン)　

０�

︱ 

３　
薜(

か
ほ
く
ジ
ュ
ニ
ア)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
大
会
出
場
）

☆
女
子
カ
ブ
（
３
・
４
年
生
）

　

１
回
戦　

進
地　

妃
莉(

け
や
き
タ
ウ
ン)　

２�

︱ 

３　
岡
部(

余
喜
ジ
ュ
ニ
ア)

　

２
回
戦　

岩
本
明
優
奈(

け
や
き
タ
ウ
ン)　

３�

︱ 

０　
須
磨(

米
泉
ク
ラ
ブ)

　
準
々
決
勝　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

３�

︱ 

０　
花
野(

津
幡
ク
ラ
ブ)

　

準
決
勝　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

１�

︱ 

３　
鈴
木(

内
灘
宮
坂
ジ
ュ
ニ
ア)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
大
会
出
場
）

■
小
松
・
能
美
郡
市
小
学
生
卓
球
大
会

　
（
12
／
６　

小
松
市
）

☆
男
女
混
合
団
体
戦

　

準
決
勝　

橘
・
中
島
連
合
チ
ー
ム　

１�

︱ 

３　
小
松
連
合
Ａ
チ
ー
ム

　
　

〃　
　

寺
井
・
中
島
連
合
チ
ー
ム　

３�

︱ 

１　
小
松
連
合
Ｂ
チ
ー
ム

　

決　

勝　

寺
井
・
中
島
連
合
チ
ー
ム　

１�

︱ 

３　
小
松
連
合
Ａ
チ
ー
ム

☆
男
子
個
人
戦

　

１
回
戦　

吉
田　

周
真(

橘)　
　

�

２�

︱ 

０　
大
月(

芦
城
小)

　
　

〃　
　

立
見　

緑
都(

橘)　
　

�

０�

︱ 

２　
松
井(

芦
城
小)

　
　

〃　
　

舘　
　

恭
介(

サ
ン
ハ
イ
ム
中
島)　

２�

︱ 

１　
小
澤(

芦
城
小)

　

２
回
戦　

吉
田　

周
真(

橘)　
　

�

０�

︱ 

２　
浅
野(

国
府
小)

　
　

〃　
　

舘　
　

恭
介(

サ
ン
ハ
イ
ム
中
島)　

１�

︱ 

２　

本(

国
府
小)

　
　

〃　
　

小
川　

聖
矢(

な
で
し
こ
タ
ウ
ン)　

２�

︱ 

０　
二
宮(

芦
城
小)

　

３
回
戦　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

２�

︱ 

０　
弘
灰(

寺
井
小)

　
準
々
決
勝　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

２�

︱ 

０　
金
子(

第
一
小)

　

準
決
勝　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

２�

︱ 

０　
岡
田(

寺
井
小)

　

決　

勝　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

０�

︱ 

２　
原
沢(

寺
井
小)

　
　
　
　
　
　
（
第
２
位
）

☆
女
子
個
人
戦

　

１
回
戦　

吉
野　

朱
音(

中
島)　

２�

︱ 

０　
本
郷(

芦
城
小)

　

２
回
戦　

川
原　

小
茉(

橘
新)　

２�

︱ 

０　
村
中(

芦
城
小)
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２
回
戦　

寅
松　

奈
月(

け
や
き
タ
ウ
ン)　

２�

︱ 

０　
金
田(

芦
城
小)

　
　

〃　
　

岩
橋　

愛
奈(

舟
場
島)　

２�

︱ 

０　
鈴
木(

芦
城
小)

　
　

〃　
　

吉
野　

朱
音(

中
島)　

２�

︱ 

０　
干
場(

国
府
小)

　

３
回
戦　

吉
野　

朱
音(

中
島)　

０�

︱ 

２　
山
田(

国
府
小)

　
　

〃　
　

川
原　

小
茉(

橘
新)　

２�

︱ 

０　
舟
木(

国
府
小)

　
　

〃　
　

寅
松　

奈
月(

け
や
き
タ
ウ
ン)　

２�

︱ 

０　
村
上(

国
府
小)

　
　

〃　
　

岩
橋　

愛
奈(

舟
場
島)　

２�

︱ 

０　
川
口(

国
府
小)

　
準
々
決
勝　

川
原　

小
茉(
橘
新)　

１�

︱ 

２　
尾
北(

符
津
小)

　
　

〃　
　

寅
松　

奈
月(
け
や
き
タ
ウ
ン)　

１�

︱ 

２　
西
部(

能
美
小)

　
　

〃　
　

岩
橋　

愛
奈(

舟
場
島)　

０�

︱ 

２　
岡
本(

東
陵
小)

■
か
が
・
の
と
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
会
辰
口
大
会

　
（
５
年
生
）（
12
／
12
・
13　

能
美
市
）

☆
予
選
リ
ー
グ

　

川　

北　

２�

︱ 

０　

菊　

川

　
　

〃　
　

０�

︱ 

２　

今　

江

☆
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

川　

北　

２�

︱ 

１　

小
松
南

　
　

〃　
　

０�

︱ 

２　

今　

江

■
石
川
県
６
人
制
総
合
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会

　
（
12
／
13　

金
沢
市
）

☆
女
子
の
部

　

川
北
町　

２�

︱ 

０　

小
松
商
業
高
校

　
　

〃　
　

２�

︱ 

１　

金
沢
学
院
大
学

　
　

〃　
　

０�

︱ 

２　

金
沢
星
稜
大
学

　
　
　
　
　
（
準
優
勝
）

■
石
川
県
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
兼

　

ジ
ュ
ニ
ア
川
北
杯
選
手
権
大
会

　
（
12
／
13　

町
総
合
体
育
館
）

☆
中
学
生
の
部
・
演
技
競
技

　

第
２
位　

川
北
中
（
井
南
茉
那
・
舟
田
真
沙
稀
）

■
石
川
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会

　
（
12
／
13　

金
沢
市
）

☆
個
人
男
子
６
年
生

　

準
優
勝　

角　
　

惇
生(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

■
星
稜
杯
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
（
12
／
20　

金
沢
市
）

☆
予
選
リ
ー
グ

　

川
北
中　

２�

︱ 

０　

西
南
部
中

　
　

〃　
　

２�

︱ 

０　

御
幸
中

　
　

〃　
　

２�

︱ 

０　

北
鳴
中

　
　

〃　
　

１�

︱ 

１　

羽
咋
中

☆
決
勝
リ
ー
グ

　

川
北
中　

２�

︱ 

０　

鳴
和
中

　
　

〃　
　

２�

︱ 

０　

宇
ノ
気
中

　
　

〃　
　

１�

︱ 

２　

松
陽
中

　
　
（
Ａ
リ
ー
グ　

第
２
位
）

■
サ
ロ
モ
ン
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
大
会

　
（
１
／
２　

北
海
道
）

☆
中
学
生
男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技

　

第
15
位　

森　
　

修
矢(

け
や
き
タ
ウ
ン)

☆
中
学
生
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技

　

第
22
位　

森　
　

修
矢(

け
や
き
タ
ウ
ン)

■
川
北
町
新
春
書
初
め
大
会
「
金
賞
」

　
（
１
／
５　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

☆
保
育
所
『
つ
り
』

　

谷
佐　

碧
渚　
　

吉
田　

考
汰

☆
小
学
校
１
年
生
『
て
ど
り
』

　

北
嶋　

千
尋　
　

濱
井　

萌
夏　
　

東　
　

大
輔

☆
小
学
校
２
年
生
『
ひ
ま
つ
り
』

　

大
西　

冴
果　
　

馬
庭　

菜
月　
　

辻　
　

真
汎

　

中
出　

奈
那

☆
小
学
校
３
年
生
『
大
き
い
川
』

　

北
嶋　

逸
希　
　

富
岡　

由
衣　
　

東　
　

佑
真

　

坂
井　

駿
仁　
　

西
出　

翔
紀

　

山
田　

暁
士　
　

吉
田　

真
瑛　
　

山
口　

恋
弓

☆
小
学
校
４
年
生
『
雪
ど
け
水
』

　

酒
尾　

滉
葵　
　

濱
井　

春
歩　
　

古
山　

未
雲

　

村
井　
　

花　
　

奥
村　
　

恵　
　

塚
本　

知
里

☆
小
学
校
５
年
生
『
手
取
の
春
』

　

室
谷　

天
舞　
　

東　

明
日
翔　
　

坂
井　

皇
仁

　

國
雲
あ
か
り　
　

大
山　

拓
海

☆
小
学
校
６
年
生
『
輝
く
白
山
』

　

披
岸　

志
都　
　

中
村　

莉
菜　
　

富
樫　

希
成

　

安
田　

菜
乃　
　

奥
村
愼
太
郎

　

塚
本　

智
樹　
　

山
森　

奏
奈

☆
中
学
校
１
年
生
『
鮎
の
故
郷
』

　

澤
田　

岬
希　
　

東　
　

亮
太

☆
中
学
校
２
年
生
『
白
山
遠
望
』

　

西
出　

彩
華　
　

東　
　

勇
斗

■
全
日
本
剣
道
道
場
連
盟
体
験
発
表
会

　

最
優
秀
賞　

東　
　

美
里(

サ
ン
ハ
イ
ム
中
島)

■
中
部
地
区
剣
道
少
年
団
研
修
会
体
験
・
実
践
発
表
会

☆
中
学
生
の
部

　

敢
闘
賞　

東　
　

美
里(

サ
ン
ハ
イ
ム
中
島)

■
交
通
安
全
全
国
民
運
動
中
央
大
会

　

交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銀
章　

西
田　
　

肇(

三
反
田)

■
平
成
27
年
度
北
國
写
真
連
盟
本
部
例
会

　

年
度
賞　

藤
田　

六
朗(

中
島)

12平成28年2月⃝広報 かわきた



　12月13日にジュニアバレーボールクラブの修了式
が行われ、クラブ員11名が参加しました。
　新チームでの活動が始まり、新たにクラブ員の募
集も始まります。みなさんもジュニアクラブに加入
し元気いっぱい活動しましょう。６年生の皆さんは、
中学校に行っ
ても勉強やク
ラブ活動にが
んばってくだ
さい。

　1月11日に川北町学童野球クラブの必勝祈願が
白山比神社で行われ、全員が「一生懸命練習して、
県大会優勝目指して頑張ります。」と誓い、心を一
つにしました。

１年間よくがんばりました !!目標を新たに必勝祈願

｢

が
ん
ば
る
み
ん
な
を
応
援
し
ま
す｣

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
成
績
を
掲
載
し
、
今
後
の
活

動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
・
連
絡
先

   

総
務
課 

℡
（
２
７
７
）１
１
１
１　

有
線 

２
０
３
１
ま
で

川
北
町
文
化
関
係
展
示
協
力
会

左
記
の
と
お
り
川
北
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

１
階
で
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

2
月
１
日
～
2
月
26
日　
俳　
　

句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ぎ
り
絵

２月 13 日（土）・14 日（日）
　　白山市白峰スキー競技場

スーパージャイアントスラローム競技・
ジャイアントスラローム競技
選　手
　森　　光司　　高鍬　　裕
　西田　　稔　　平野　　悟
　宮本　敬明　　苗代　正盛
　中島　春男　　山先　守夫

石川県民体育大会
冬季大会スキー競技

出場選手

　保健センターでは、ご自分の体力にあった運動がどの程度なの
かを体験していただくための運動教室を開催します。
　定員は 15名となっています。参加を希望される方は、保健セ
ンター（福祉課）までご連絡ください。
▽開催日時　２月 12日（金）
　　　　　　午後７時 30分～８時 30分
▽場所　川北町保健センター
▽講師　�スポーツリゾート�アマン　�野尻加奈美さん
▽持ち物等　�内履き、タオル、お茶などの飲み物
　※�運動のできる服装でお越しください
▽定員　15名
▽申込先　川北町保健センター（福祉課）
　☎２７７�ｰ�１１１１

楽しく身体を動かしてみませんか？

　１月19日に森修矢くん (けやきタウン)が、前町長へ全国
中学校スキー大会と東海北陸中学生スキー大会に出場するこ
とを報告しました。
　前町長が「悔いの無いように頑張ってください。」と激励す
ると、森くんは「自分の力が発揮できるよう一生懸命頑張り
ます。」と健闘を誓いました。
　全国中学生スキー大会（２月２
日～６日・北海道富良野スキー
場）、東海北陸中学生スキー大会
（２月10日～12日・富山県南砺
市）に出場します。

森　修矢くん全国中学校スキー大会・
東海北陸中学生スキー大会に出場
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▽
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

石
川
県
警
察
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

　

今
年
度
も
次
の
と
お
り
定
期
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

開
場　

午
後
０
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分
ご
ろ

▽
場
所　

本
多
の
森
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
金
沢
市
石
引
４
丁
目
17
番
１
号
）

▽
主
な
曲
目

　

♪
行
進
曲
「
国
民
の
象
徴
」

　

♪�

希
空
〜
ま
れ
ぞ
ら
〜
（N

H
K

連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
ま
れ
」
主
題
歌
）

　

♪
ザ
・
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
メ
ド
レ
ー

　

♪
S
E
K
A
I　

N
O　

O
W
A
R
I

　
　

メ
ド
レ
ー
ほ
か

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ
先　

石
川
県
警
察
本
部
広
報
室

　

☎
０
７
６
（
２
２
５
）
０
１
１
０

　
　
（
内
線
２
１
４
３
）

役場へのお問合せは…
 ☎   ２７７－１１１１㈹
FAX  ２７７－２５８４
◇有　線
総　務　課…２０３１
　　　　　…２０２１
税　務　課…２０５２
住　民　課…２０７１
福　祉　課…２３００
産業経済課…２０６１
土　木　課…２０４１
出　納　室…２０５１
教育委員会…２１１１
議会事務局…２０８１

今月の納税
介護保険料

(普通徴収)　第８期

後期高齢者医療保険料

(普通徴収)　第11期

▽
会
場　

町
総
合
体
育
館

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
女
性
開
放
デ
ー

　

今
年
も
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
女
性

開
放
デ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
女
性
の
み
の

華
や
か
な
雰
囲
気
に
、
一
日
ご
ゆ
っ
く
り

お
く
つ
ろ
ぎ
下
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
８
日(

火)

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
８
時

▽
場
所　

町
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー

▽ 

対
象　

町
内
の
女
性
の
方(

男
児
に
つ

き
ま
し
て
は
、
保
育
所
ま
で
で
、
小
学
生

以
上
の
男
児
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん)

▽
内
容　

�

当
日
は
女
湯
と
と
も
に
男
湯
も

開
放
し
ま
す
。

　

石
川
県
警
察
Ｈ
Ｐ

　

�(h
ttp
://w

w
w
2
.p
o
lic
e
.p
re
f.

ishikaw
a.lg.jp/)

も
ご
覧
下
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る

包
括
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

＊
能
美
市
・
川
北
町
分

▽
日
時　
平
成
28
年
３
月
８
日
（
火
）
14
時
〜
16
時

▽
会
場　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
松

　
（
小
松
市
日
の
出
町
1
丁
目
１
２
０
番
地
）

▽ 

内
容　

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
等

の
相
談

　

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
相
談

▽
対
象　

一
般
市
民

　

★
費
用
は
無
料
で
す
。

　

★�

開
催
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先　

石
川
県
南
加
賀
保
健
所

　

健
康
推
進
課

　

☎
０
７
６
１
（
２
２
）
０
７
９
６

川
北
町
立
志
式

　

中
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し
た
立
志
式

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
12
日(

金)

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
会
場　

町
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

川
北
中
学
校
２
年
生
90
名(

男

子
50
名
、
女
子
40
名)

▽
そ
の
他　

式
典
終
了
後
、
記
念
行
事
と

し
て
国
際
交
流
員
と
の
グ
ル
ー
プ
交
流

(

国
際
理
解
学
習)

が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

町
民
卓
球
大
会

　

今
年
で
51
回
目
を
迎
え
、
年
明
け
初
の

地
区
対
抗
戦
で
す
。
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す

熱
い
戦
い
が
行
わ
れ
る
町
民
卓
球
大
会
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
健
闘
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
28
日(

日)

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

催
　
し

お
知
ら
せ

14平成28年2月⃝広報 かわきた



税
理
士
に
よ
る
所
得
税
・

消
費
税
無
料
税
務
相
談

▽
対
象
者　

小
規
模
納
税
者

　

�（
前
年
分
所
得
金
額
が
３
０
０
万
円
以

下
の
事
業
所
得
者
な
ど
）、
給
与
所
得

者
、
年
金
受
給
者
な
ど
の
方
で
す
。

▽
日
時　

�

２
月
20
日
（
土
）
〜
21
日
（
日
）

の
２
日
間

　
　
　
　

�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）

▽
場
所　

�

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
小
松
１
階　

レ

バ
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小
松
市
園
町

ハ
23-

１
）

▽
問
合
せ
先　

北
陸
税
理
士
会
小
松
支
部

　

☎
０
７
６
１
（
２
４
）
６
８
０
１

自
動
車
の
検
査
・
登
録
申
請

は
お
早
め
に
！

　

毎
年
３
月
は
、
自
動
車
の
検
査
・
登
録

が
集
中
し
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

３
月
半
ば
を
過
ぎ
ま
す
と
名
義
変
更
や

廃
車
の
手
続
き
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
１
日

に
３
，
０
０
０
件
以
上
と
な
る
こ
と
が
あ

り
、
申
請
の
処
理
に
半
日
も
お
待
ち
い
た

だ
く
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
継
続
検
査(

車
検)

は
有

効
期
間
の
満
了
す
る
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら

受
検
で
き
る
制
度
を
利
用
し
て
、
比
較
的

空
い
て
い
る
２
月
中
旬
ま
で
に
受
検
さ
れ

ま
す
よ
う
、
ま
た
、
名
義
変
更
や
廃
車
の

手
続
き
な
ど
は
３
月
上
旬
ま
で
に
済
ま
さ

れ
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先　

北
陸
信
越
運
輸
局

　

石
川
運
輸
支
局

　

登
録
・
検
査
に
関
す
る
こ
と

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
４
５

訓
練
生
募
集

　

小
松
産
業
技
術
専
門
学
校
で
は
、
平
成

28
年
４
月
入
校
訓
練
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

▽
訓
練
科
・
訓
練
期
間

　

○
自
動
車
整
備
科

　
　
　

４
月
７
日
〜
平
成
29
年
３
月
15
日（
１
年
）

　

○
溶
接
科

　
　
　

４
月
７
日
〜
９
月
14
日
（
６
ヶ
月
）

　

○
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科

　
　
　

４
月
７
日
〜
９
月
14
日
（
６
ヶ
月
）

　

○
生
産
設
備
製
造
科

　
　
　

４
月
７
日
〜
９
月
14
日
（
６
ヶ
月
）

　

○
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　

４
月
７
日
〜
７
月
７
日
（
３
ヶ
月
）

▽
応
募
資
格

　

�

健
康
で
技
能
習
得
意
欲
が
あ
り
、
就
職

意
志
が
あ
る
方
で
、
公
共
職
業
安
定
所

長
の
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
方
。

▽
願
書
受
付　

２
月
１
日(

月)

〜

　
　
　
　
　
　

３
月
３
日(

木)

ま
で

▽
選
考
方
法　

面
接
、
書
類
選
考
及
び

　
　
　
　
　
　

適
性
検
査

▽
問
合
せ
先

　

石
川
県
立
小
松
産
業
技
術
専
門
校

　

☎
０
７
６
１
（
４
４
）
１
１
８
３

知ってお得 !!　農業者年金知ってお得 !!　農業者年金
　農業者年金は、積立方式の年金（積み立てた保険料 + 運用益を年金として受け取る「確定拠出型年
金」）です。加入要件は、国民年金１号被保険者（国民健康保険加入者）で、60 歳未満の人が年間
60日以上農業に従事していれば誰でも加入できます。農地を所有している必要はありません。ただし、
国民年金付加年金（400円 /月）の納付が義務付けられます。

こんな人が加入できます

農業に従事する国民年金１号被保険者
（いわゆる国民健康保険加入者）
・会社組織ではない自営業者
・60歳前に会社を退職した者
・夫の退職に伴い、扶養できなくなった
　奥さん (60 歳未満 )

問合せ先　　川北町農業委員会（川北町役場産業経済課内）　有線　2061

　保険料は月額２万円～６万７千円の間を千円単位で自由に設定でき、いつでも見直せ、加入や
脱退は何度でもできます。また、支払った保険料は全額社会保険料控除の対象となりますので、
節税効果が期待できます。途中で脱退した場合でも支払った保険料は、年金受取となります。

農業経営者・認定農業者

どんな人が
加入できる
のかなぁ？

後継者配偶者農業者なら広く加入できます

①国民年金の第１号被保険者で、
②年間 60日以上農業に従事する、
③60歳未満の人
　ならだれでもＯＫ

募
　
集
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中村 瑠生 くん
（けやきタウン）

なかむら るい

作田 結那 ちゃん
（サンハイム川北）

さくだ ゆな

増田 有人 くん
（ひばりタウン）

ますだ ありと

北村 亜香 ちゃん
（サンハイム三反田）

きたむら あこ

進藤 在仁 くん
（下土室）

しんどう ありひと

西村 咲翔 くん
（サンハイム橘）

にしむら さくと

池田 佑虎 くん
（サンハイム中島）

いけだ ゆうと

宮部 桃花 ちゃん
（けやきタウン）

みやべ ももか

嶋田 あんなちゃん
（ひばりタウン）

しまだ

滝川　陽ちゃん
（サンハイム三反田）

たきがわ ひなた

八田 嵐太 くん
（ひばりタウン）

はった あらた

田口　新 くん
（木呂場）

たぐち あらた

中西 凜成くん
（ひばりタウン）

なかにし りんせい

岡田 愛來ちゃん
（ひばりタウン）

おかだ あいく

岡田 愛斗 くん
（ひばりタウン）

おかだ あいと

湊　昌子ちゃん
（サンハイム三反田）

みなと まさこ

★★
★ ★★

★
★

★

３歳児検診で３歳児検診で のみんなのみんなよい子よい子虫歯虫歯のなかったのなかった

♨川北温泉内装をリフレッシュ♨♨川北温泉内装をリフレッシュ♨
　年末からの休館の間、館内の天井
や壁のクロスの貼り替えを行いまし
た。また、階段のカーペットも新し
く貼り替えられて、装いを新たに営
業を開始しました。清潔な館内が来
館者の身も心もおもてなしいたしま
す。多数の方のご利用を心よりお待
ちしております。

Shampoo

Conditioner

soap
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●法律相談
▽日　時

▽場　所
▽相談者
▽その他　　　　

●人権相談

●行政相談

●健康相談

●心配ごと相談

「バタフライ」 平山　穂

川北町立図書館（川北町ふれあい健康センター２階）
☎２７７ー８７００　　 ２７７ー８７０１
開館時間　午前 10 時～午後６時
閉 館 日　毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌水曜日）年末年始

図書館
だより

・戦場のコックたち　 　 ／深緑　野分
・天下人の茶　　　　　／伊東　　潤
・GOSICK PINK　 　 　 ／桜庭　一樹
・たんぽぽ団地　　　　／重松　　清　
・真実の10メートル手前／米澤　穂信
町ホームページにも新刊・新着案内が掲載されています。

・名前も呼べない　　／伊藤　朱里
・終の日までの　　　／森　　浩美
・獅子吼　　　　　　／浅田　次郎
・言い訳だらけの人生／平　安寿子

 
ほか多数

今月の相談日今月の相談日 今月の新刊今月の新刊
　尾岸七海（13）は母の再婚相手に身体を求められていた。
「この男を本当に殺したい」。島薗元治（74）は妻に先立た
れ、時間を持て余している。「若い奴は全くなってない」。
永淵亨（32）はネットカフェで暮らし、所持金は1887円。
「もう死ぬしかないのか」。山添択（13）は級友にゴミ扱い
されて不登校に。「居場所はゲームの中だけだ」。設楽伸之（43）は二代目
社長として右往左往している。「天国の父に笑われてしまう」……。全く接
点のなかった、困難に直面する一人ひとりの日常。誰かの優しさが見知らぬ
人を救う、たった一日の奇跡の物語。

２月９日(火)
午後１時30分～
役場２階応接室
長谷川法律事務所
ご希望の方は前日までに
総務課にご予約下さい。

▽日　時
▽場　所
▽相談者
　

２月15日(月)　午後１時～
サンアリーナ川北
人権擁護委員

２月17日(水)　午前９時～
サンアリーナ川北
行政相談委員

▽日　時
▽場　所
▽相談者
　

２月１日～29日までの
毎週月曜日
午後１時30分～
町保健センター
町保健師

▽日　時

▽場　所
▽相談者
　

２月２日～23日までの
毎週火曜日
午前９時30分～
町保健センター
町民生児童委員

▽日　時

▽場　所
▽相談者
　

“もったいない”
～建設産業は実践しています。～
“もったいない”
～建設産業は実践しています。～
　建設産業では、建設リサイクル法に基づき、再
生資材として利用できる特定の建設廃棄物（コン
クリート塊やアスファルト塊、木材など）の「分
別解体」と「リサイクル」を積極的に推進してい
ます。しかし、一方では依然として建設廃棄物の
不法投棄が見受けられます。
　公共工事に限らず、一般家屋の解体などの際に
は、業者に適正な分別解体・再資源化を促すなど、
市民の皆様におかれても、建設リサイクルの推進
にご理解とご協力をお願いします。

北陸地方建設副産物対策連絡協議会

http://www.hrr.mlit.go.jp/gijyutu/fukusanbutu/

■ご存じですか？
　　「建設リサイクル」
■ご存じですか？
　　「建設リサイクル」

北陸地方建設副産物対策連絡協議会　事務局
　（北陸地方整備局　企画部　技術管理課　教習係）
　Tel 025-280-8880

ホームページ

問合せ先
　

６　

７　
教育委員会　佐野まで

『男の料理教室』『男の料理教室』

☎２７７-１１１１

▽日時 ２月 21日（日）
午前 10時～

▽場所 西部地区学習等供用施設

▽会費 １ファミリーで５００円

▽定員 12 ファミリー

▽申し込み

　今年の「男の料理教室」は「オ
ムライスとハンバーグ」に挑
戦します。
　ワンコインで楽しめます。
ご家族でチャレンジしてみま
せんか？
　ぜひご参加ください。
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小さな掛金・大きな補償

“スポーツ安全保険”
　平成28年度のスポーツ安全保険の加入受付が３月１日より始まります。
　この保険は、アマチュアのスポーツ・文化・ボランティア活動などを行う４名以上の団体
を対象として、経路往復中も含めた団体活動中の傷害事故および賠償責任を負う事故
を補償するものです。
　また、急性心不全などの突然死に対して葬祭費用をお支
払いして、団体員が安心して活動できるようにするためにつ
くられた、営利を目的としない互助共済的な補償制度です。
　万一に備えて、加入しましょう。

【対象となる事故】
団体活動中の事故
経路往復中の事故

※上記以外にインターネット加入に限り、開催期間３か月以内の短期スポーツ教室専用の加入区分があります。

【加入区分・掛金・補償額】

【問合せ先】
〒920-0355　金沢市稚日野町北222
公益財団法人 石川県体育協会内
公益財団法人 スポーツ安全協会石川県支部
☎076（268）3100
または、川北町役場　教育委員会まで

【ホームページアドレス】
http://www.sportsanzen.org

【受付期間】
平成28年３月1日から
　平成29年３月30日まで

【保険期間】
平成28年４月１日から
　平成29年３月31日まで

（４月１日以降の申込みは、加入手続日の翌日から有効）

加入対象者

子ども
（中学生以下）

スポーツ活動
文化・ボランティア・地域活動

全年齢

大人
（高校生以上）

補償対象となる団体活動 加入
区分

年間
掛金

（１人当たり）

傷　害　保　険　金　額

死亡
後遺
障害 入院 通院

（最高）（1日につき）

賠償責任保険
支払限度額

（免責金額なし）

突然死
葬祭費用保険
支払限度額

スポーツ活動
文化・ボランティア・地域活動

上記団体活動以外（個人活動）

文化・ボランティア・地域活動
団体員の送迎、応援、準備、片付け

危険度の高いスポーツ活動

スポーツ活動 64歳以下

65歳以上

対人・対物賠償合算１事故５億円
ただし、対人賠償は１人１億円

対人・対物賠償合算１事故５億５００万円
ただし、対人賠償は１人１億５００万円

対人・対物賠償合算１事故５００万円

対人・対物賠償合算１事故億円
ただし、対人賠償は１人１億円

スポーツ活動の
指導・審判

A1

AW

A2

D

C

B

800
円

1,450

800

11,000

1,850

1,200

2,000
万円

2,100

100

2,000

500

2,000

600

3,000
万円

3,150

150

3,000

750

3,000

900

4,000
円

5,000

1,000

4,000

1,800

4,000

1,800

1,500
円

2,000

500

1,500

180万円

対象外

180万円

1,000

1,500

1,000

（1日につき）
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　次の問題の答えを枠の中に入れて、Ａ～Ｅの文字を順番に並べてください。
正解者の中から抽選で図書カードをプレゼントします。

はがき、ＦＡＸまたは電子メールに、①クイズの答え　②住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きの上、広報誌記事の感想もありましたら、下記までお送りください。

■あて先　〒923－1295　川北町字壱ツ屋174　川北町役場総務課
　　　　　e-mailアドレス　kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp
   　 　　  F A X　      　　 076（277）1748

【応募方法】

■締切り 2月19日（金）
たくさんの方のご応募をお待ちしています。

※先月号の答えは「マツノウチ」でした。

【ヨコのカギ】
①川北の小中学校の卒業証書の中央の
　透けている部分をなんといいますか？
④日本の年号で「大正」の前はなんですか？
⑦将来のために書きしるしておくことを　
　なんといいますか？
⑧「めはりずし」は何の葉で巻かれている
　おにぎりですか？
⑪人の口で上下にあるやわらかいものは　
　なんですか？
⑫隠れてこっそりと食べることをなんと　
　いいますか？
⑮文化の日など秋を代表する花といえば　
　なんですか？
⑯テニスでボールを打ち返すための道具を
　なんといいますか？
⑲手袋や風船に使われ伸び縮みするもの
　といえばなんですか？
⑳周りの状況など認識している状態を
　さします。「○○○がある」
㉒カゼの予防は手洗いと○○○です。
㉔魚介や野菜をまとめて衣であげたもの　
　をなんといいますか？
㉕寿司でご飯と一緒ににぎるものを
　なんといいますか？
㉖日本には43の○○があります。
　「都道府○○」

【タテのカギ】
②海のミルクといわれ生やフライで
　食べるものはなんですか？
③運動会といえば「赤組」と「○○○○」で
す。
⑤同じことを繰り返してらちがあかないこと。
　「○○○ごっこ」
⑥「直火」この漢字はなんと読みますか？
⑨ラーメンに入っている渦まき状の
　かまぼこです。「○○○巻き」
⑩川北町で２月に開催される町民大会の
　競技はなんですか？
⑪食べ物を食べたいと思う気持ちを
　なんといいますか？
⑬「垂れ○○」「○○の内」「幕○○」
⑭重さの単位です。「１キロ○○○」＝　　
　「1,000○○○」
⑰元からある文章にさらに書き足すことを
　なんといいますか？
⑱新しい年になることをいいます。
⑲いごに使用する道具で２色の円形の石を
　なんといいますか？
㉑ものごとの始まりのことをなんと
　いいますか？
㉓ライターやカセットコンロに使用される　
　気体はなんですか？
㉔ボールを遠くへ投げられる人は何が強い
　といわれますか？

　１月１０日は「１１０番の日」です。
　１１０番通報は全て、金沢市にある「石川県警察本部・通信指令課」に
かかります。その為、警察官に来て欲しい場所などの市町名・目標物などを
はっきりとオペレーターに伝えてください。
　また緊急を要しない相談は、警察安全相談専用電話に電話してください。

●寺 井 警 察 署 ☎0761-57-0110　●壱ツ屋駐在所☎277-1744 有線4185　●木呂場駐在所☎277-0061 有線5821

平成27年 川北町の交通事故発生状況

　寺井警察署管内では、交通死亡事故件数・死者数は２件２名で前年より２件２名減少しまし
た。人身事故件数・負傷者数は、前年より減少しました。物件事故についても、前年より減少して
います。
　川北町では、昨年は交通死亡事故の発生はありませんでしたが、人身事故件数・負傷者数に
ついては、前年よりやや増加しています。物件事故については、前年より減少しました。
　本年に入り交通死亡事故1件が発生しましたが、交通事故の減少のため、1人1人が安全運転
に心がけて交通事故防止にご協力をお願いします。

人身事故
発生件数
１２７件
（１５７件）
[１４７件]
　２６件
　（２３件）
　[２７件]

死者数

２名
（４名）
[３名]
０名
（１名）
[１名]

負傷者

１５０名
（１８４名）
[１６９名]
３０名
（２９名）
[３３名]

物件事故
発生件数
１１１４件
（１１８０件）
[１１０８件]
　１７９件
　（１９３件）
　[１６５件]

寺井警察署管内

川　北　町

　注:（　）内は平成２６年、[　]内は平成２５年を示しています。
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Erwinの国際交流コーナー
アーウィン

「文芸の窓」へのお問合せは、俳句協会　　　東　孝洋さん（壱ツ屋㊒4173）　川柳かわらなでしこ会　広瀬茂子さん（上田子島㊒5327）
　　　　　　　　　　　　　　野の海短歌会　山先春枝さん（中島㊒2773）まで
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　皆さん、こんにちは。前回のErwinの国際交流コーナーからの１ヶ月間いかが過ごしまし
たか？新年が明けてから随分寒くなりましたね。僕は１月がこんなに冷えると思いませんでし
た。ちなみにこの記事を書いていた頃のオーストラリアの気温は４２度でした。
 今回はオーストラリアのとても特別な祝日「Australia Day」（オーストラリア・ディ）について
書きたいと思います。イギリスは、アメリカ独立戦争に負け多くの流刑地を失ったため、オー
ストラリアを新しい流刑地として使うことにしました。オーストラリア・ディは、１７８８年１月２６
日にイギリスから第一の艦隊がシドニー湾に上陸して、オーストラリアを誕生させたことを
記念します。それ以前にオランダに発見され、そしてそのはるか前（４万年前）からずっとアボリジニと言う原住民がいました
が（汗）。オーストラリアは多文化な国のため、様々な過ごし方がありますが、定番はや
はりバーベキュー・パーティです。多くのオーストラリア人は友達や親戚と裏庭に集
まってパーティをします。オーストラリア人は普段あまり形を気にしない人が多いです
が、オーストラリア・ディに限っては破ってはいけない決まりがあります。まずは服装で
す。暑いから当たり前のことですが，薄着です。特にタンクトップ、短パンにビーチサン
ダル、半袖は大丈夫ですが長袖とズボンはタブーです。第二は料理、オーストラリア・
ディはバーベキューです。ソーセージはいつも一番人気がありますが、この日は特別
に子羊がなくてはならない日です。後はサラダやポテトサラダ、デザートはもちろんパブロ－バです。
　オーストラリア・ディにはいろんなゲームをします。一番人気があるのはクリケットですがフットボールやラグビーもよく遊ば

れます。そしていろんなお酒飲む大人のゲームもあります。酒ルーレット、回る物干しに安い
ワイン袋を付けて回す、ワインが止まったら一番近い人が飲む、というゲームは大人気です。
オーストラリア・ディは楽しいことばかりではありません、ある原住民の人にとってオーストラ
リア・ディは先祖が白人によって侵略されたことを記念しているという気持ちがあります。
　それでは皆さん、来月のErwinの国際交流コーナーまで、お元気で。
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戸籍の窓
1月１日現在

人 口
（前月対比）

男
女

世 帯 数

6,286
　ー11人

3,092人
3,194人
1,881戸

2
月
2
月くらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダー まちのまちの

うごきうごき

ごみ集めの変更のお知らせ

♥

♥

♥

おくやみ
才
才

87
99

橘新
壱ツ屋

 田中　和與
 宮西　　之

 
 
 
 

（年　齢） （住　所）（氏　名）

うぶごえ
 坂井　七星 
坂井　柚月

 田中　未桜 
  
　

（氏　名）

洋　平・しのぶ
克　貴・友　香
文　敏・千　恵

（保護者）

ひばりタウン
サンハイム三反田

橘新

（住　所）

ゆづき

（12月分）

たかさご
 佐々木修平 
上田　美帆
山田　　始
河崎　静香
坂東　直人
橋本　星良

（氏　名）
草深

野々市市
サンハイム三反田

加賀市
グリーンタウン

能美市

（住　所）

ななほ

み　お

役…川北町役場　文…川北町文化センター　保…保健センター　百…百寿会館
総…総合体育館　サ…サンアリーナ川北　　図…川北町図書館　武…武道館
児…川北町児童館　西児…西部地区児童館　東児…東部地区児童館
橘…橘構造改善センター　西…西部学供　　東…東部学供
コ…川北町コミュニティー＆スポーツ公園　

種類 日　　付→変更日付 変更地区名

可燃物 ２月11日（木）→２月12日（金）

下土室・ひばりタウン・グリーンタウン・
サンハイム川北・下田子島・木呂場・木呂場新町・
サンハイム橘・なでしこタウン容器包装

プラスチック

２月11日（木）→２月９日（火）

藤蔵・中島・三反田・サンハイム三反田
草深・上先出・下先出・けやきタウン・
サンハイム中島

２月12日（金）→２月13日（土）
藤蔵・中島・三反田・サンハイム三反田
草深・上先出・下先出・けやきタウン・
サンハイム中島

日 曜日
1
2
3
4
5
6
7
8

9

10
11
12
13
14
15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

月
火
水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土
日
月

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

ま ち の 行 事 保 健 行 事

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

法律相談(PM1:30):役

２歳児健診(PM1:00):保

４・12か月児健診(PM1:00):保

わくわく子育て教室(PM1:30):保

資源ごみの日

交通安全の日

建国記念日

交通安全の日
心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

行政相談(AM9:00):サ

人権相談(PM1:00):サ

町民卓球大会(AM8:30):総

農業委員会(PM1:30):役

立志式(PM1:30):文

健康相談(PM1:30):保

母親教室(AM10:00):保

両親学級(AM9:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

１歳６か月児健診(PM1:00):保

７か月児相談(AM10:00):保

２か月児相談(PM1:30):保

親子ふれあいサロン(AM10:30):保

親子ふれあいサロン(AM10:30):保

どんぐりひろば(AM10:30):西児

どんぐりひろば(AM10:30):西児
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　新成人の皆さん、成人おめでとうございます。皆さんが
生まれ育った川北町で活躍する日を楽しみにしています。
　さて、今年は暖冬といわれていたのに、先日の寒気の影響
でこれまでから一変して雪が降り積もり、子どもは大喜び。
　結果、あちこち歩く⇒雪が靴に入る⇒雪を出す、の繰り
返し。大人はヘトヘトです。

（ｋ！ｋ）

父：直一　　母：木綿子（サンハイム川北）

やすた りく

安田　　陸くん

平成25年５月８日生

父：護　　母：高子（三反田）

毎日元気いっぱい走り回っている縁さん。ニコニコと
笑っている姿を見るとこっちも笑顔になります。マイ
ブームは「パパー！おいでー！」と手招きをしておま
まごとをご披露することです。もうすぐお姉ちゃんに
なるね。生まれてきたら一緒に遊んであげてね。

なかだ

中田　　縁ちゃん

平成26年２月14日生

アイドルアイドル K
A
W
A
K
IT
A

ちょっとちょっと一息一息

2月2月わが家の

ヘルシー&
デリシャスメニ

ューヘルシー&
デリシャスメニ

ュー

川北町成人式（１月９日）川北町成人式（１月９日）

謹賀新年謹賀新年

ゆかり

車が大好き！もうすぐ誕生する弟と「ミニカーであそぶん
だ～」と楽しみにしている陸です。
歌やおしゃべりも楽しくて、お父さんとお母さんは元気
100倍の陸にいつもパワーをもらっています。
これからも好きなことをたくさん見つけて大きくなってね。
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